
令和６年度 岡山県立中学校及び岡山県立中等教育学校  

適性検査Ⅰのねらい等について 
 

１ 適性検査Ⅰのねらい 

 

 身のまわりの事象や自然の現象等を題材として、「知識及び技能」や「思考力、判断力、

表現力等」など、小学校等の教育において身に付けている総合的な力をみる。 

 

 

２ 課題ごとのねらい 

   課 題 １ 

 

身のまわりの事象における問題解決の過程の中で、数学的な見方・考え方や理科の見方・

考え方を働かせ、必要な情報を捉え、選択・活用しながら課題を解決する力をみる。 

 

設問（１） 複数のスイッチを組み込んだ回路について、電流の向きとつないだものの様子に着

目し、電気を通すつなぎ方を理解しているかをみる。 

設問（２） 小数で表された二つの数量について、どちらか一方を基準とした割合を、比の値を

用いて表すことができるかをみる。 

追加のリクエストを踏まえた新しい点灯計画を立てる過程の中で、割合を手掛かり

としながら、結果を確かめたり、発展的に考察したりすることができるかをみる。 

 

課 題 ２ 

 

日常生活で見られる事物・現象に疑問をもち、根拠のある予想や仮説を発想し、実験を

構想したり既習事項や実験結果と結び付けて考察したりする力をみる。 

 

設問（１） 日常生活で見られる道路橋の伸縮装置の役割について、金属の温度変化に伴う体積 

変化と関連付けて考察し、説明することができるかをみる。 

設問（２） 雨水のしみ込みによって起きる地面の様子について、実験結果からいえることの視 

点で分析して考察し、その内容を記述できるかをみる。 

設問（３） 植物の養分について、自分で発想した実験方法が仮説を確かめられるものになって 

いるかを検討して、改善し、自分の考えをもつことができるかをみる。 

 

課 題 ３ 

 

 身のまわりの事象について、既習の知識を活用し、図形の計量について考察する力や、

数量の特徴を読み取り多面的に考え表現する力をみる。 

 

設問（１） 身の回りの事象において、目的に応じて問題場面の数量関係に着目し、問題を数理

的に処理して解決することができるかをみる。 

設問（２） これまでに学習してきた基本的な図形を対応させ、測定する見通しをもち面積を求

めるとともに、筋道をたてて考察し、考えた過程を説明することができるかをみる。 

設問（３） 伴って変わる二つの数量の間の対応関係に気付き、変化や対応の特徴を明らかにし

ながら、なぜそのような関係が成り立つかを説明することができるかをみる。 

 

３ 満点 

 ７０点満点 
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